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室 内 に 生 息 す る ダ ニ 類 （皿）

森 　谷　清　樹
＊

Mites　Living　in　Rooms （1叮）

KiyOki　MORIYA

　 チ リダ ニ 類の 発育

　ダニ 類の 発育 は
， 卵，幼虫 （6脚）， 若虫 （8 脚），

成虫 （8脚）の 4 段階が基本で あるが種類に よ り

変化 が あ る 。 チ リダニ 類で は ， 卵，前幼虫 ， 幼 虫，

前若虫ある い は第一若虫 （protonymph ）， 後若虫

あ る い は第三 若虫 （tritonymph ）， 成虫，の 6 段

階が あ り，成虫期 に追加 の 脱 皮が見 られ る こ とも

あ る （Furumizo　and 　Wharton 　l975 ）。

一
部の コ

ナ ダニ 類 やサ サ ラ ダニ 類 に 見 ら れ る第二 若虫期

（deutonymph）あ る い は
一

部の コ ナ ダニ 類 に あ

る ヒ ポ プス （hypopus）期 は認め られ な い 。 前幼

虫期は卵殻内で経過 す る の で
， 室内塵か ら採集 し

たチ リダニ 類 は通常 ， 卵，前若虫 ， 後若虫，成虫

（雌雄）で あ る 。

　卵 は，コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ を例 に と る と短径約 80
μ

， 長径約170μ の 長卵型で 乳白色を し て お り，
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図 1　飼育温度 の 差異 に よ る コ ナ ヒ ョ ウ ダニ の 発育期

　　 間 と成虫 の 寿命 （Furumizo 　l985，大 島
・
杉田

　　　（ユ966）の 資料 に よ り Bronswijk （1981）が 画

　　 い た もの ）。

＊

神奈川 県 衛生 研究所生活環境部

粘着性が あ っ て ピ ン セ ッ トな ど に よ く付着す る
。

温度条件な どで 卵期間は変化す る が，産卵 6 〜12

日後 に 6 脚 の 幼虫が ふ 化 す る
。 幼虫は最初活動的

で あ る が ，や が て 動 きが鈍 くな り い わ ゆる休止期

に 入 り， 室内塵の狭間で脱皮の 準備が行われる 。

や が て 8 脚 の 前若虫が生 じ
， 同様 に 活勤期と休止

期 を経 て脱皮が行 わ れ後若虫，つ い で成虫と な る。

成虫に な れ ば雌雄の 区別 は明か で ある が
， 後若虫

の 段階 までは形態的に雌雄の 区別 は で きな い 。脱

皮 ごとに剛毛が追加 され る が
， 前幼虫で は生 殖突

起が
一
対で あ る の に 対 し て 後若虫で は 2 対 と なる

の で 両者の 区別は容易で ある 。

　 Bronswijk　and 　Sinha （1971）に よる と ，
コ ナ

ヒ ョ ウ ヒダニ ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 共に通常の 室内

環境で は卵か ら成虫ま で 約 1 ヵ 月を要す る。 コ ナ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 飼育観 察 に よる と （Furumizo
1973）卵期間 8 日 ，幼虫期間5．4日，前若虫期間 8．4，
後若虫期間9．1

， 前成虫期間3．2 日 で
， 産卵か ら成

虫が脱皮 して くるま で 34．4 日か か っ た。当然 な が

ら 温度が高 く な る と発育期間は短 くな る 。 26．6〜

32，2℃ の 条件 で 発育期間 は 18．8〜23．2日 と な る

が，発育途中で 死 亡 す る個体 が多 くなる。逆に
，

低温度条件 15，6℃ で も途 中死亡個体が多 く な り，

こ の 場 合飼育 した半 数の 個体 は発育完 了ま で に

388．8 日を要 した 。 不適当な湿 温度条件 に なる と，

各発育段階の 特に休止期が延長す る の が観察 され

て い る 。

　チ リダニ 類 は 生涯 1 回 し か 交尾 を行わ ず ， （大
島 ， 杉田 1966）雌 は こ れ で 産卵 に 必 要な精子 を

交尾嚢に 貯え る 。 雄に は 反転す る ペ ニ ス が腹部中

央 に あ り ，
こ れ を直接雌の 交尾 嚢に挿入 し交尾 が

成立す る 。卵 は 1 日 1 〜 3 個産 出さ れ
，

1 雌 の 総

産卵数は 200〜300個と推定され て い る （Wharton
1977）。 成虫 の 寿命 は 好適条件で 約 2 ヵ 月，21℃
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で 16週 間 （約 2 ヵ 月 半 ）と の デ
ー

タ が あ る

（Wharton 　1977）。

　温度と湿度の 影響

　大島 ・杉 田 1966お よび Furumizo 　 1975の コ ナ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 飼育実験結果 に よ る と
， 卵か ら成

虫ま で の 発育に 要す る 日数 は，16℃ で 約400日か

か るが，20℃で約 2 ヵ 月 ，
25〜32℃の 範囲で は約

1 ヵ 月を要す る。成虫の寿命 は
，
21− 31℃ の 範囲

で は 1 − 2 ヵ 月で ，30℃ で 飼育 した場合が 最も寿

命が長か っ た 。 産卵数は 21℃ の 飼育条件 で 1 雌 あ

た り約200 卵，27℃ で 約300卵，最高は 30℃ の 場 合

で 約 450卵 さら に 飼育温度 を上げた 32℃の 飼育で

は再び産卵数 は低下 し約80卵で あ っ た 。 こ れ ら 3

要素か ら判断する と， コ ナヒ ョ ウ ヒ ダニ の最適温

度 は 30℃ 程 度 と 判 断 さ れ る 。 Murton　 and

Madden 　1977に よ れ ば，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 最

適温度は 25℃ で ，
一般に チ リダニ 類 は 10− 32℃ の

範囲で発育と増殖が行われ るが ， あ る系統の もの

は 37℃ で も生殖可能で あ る と い う。最近 ， 松本 ら

（1986）も コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ に つ い て飼育実験 を

行 い
，
25℃ ， 相対湿度 76℃ の 条件で コ ナ ヒ ョ ウ ヒ

ダニ の 場合卵か ら成虫ま で の 期間は 39．6± 6．6日，

ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ で は 37，1±2．5日と い う成績 を

発表して い る 。

　 他の 生 物と同様 にチ リダニ は体重の 70− 80％が

水で あ り，生存 の た め 水分を確保 す る こ と は重要

な課 題で あ る 。水を直接飲む こ とが 出来な い ダニ

で は大気中に ある非飽和の 水分 （湿度）を吸収で

き る特殊機能が発達 して お り ， 生息環境の 湿 度が

水分供給源 と し て 重 要な意義が あ る 。 乾燥条件に

強 い
一部の 昆 虫の よう に炭水化物や脂肪の 酸化に

よ る水 の 生産能力は チ リダニ の 場 合極 め て 小 さ

く，こ の 方法で 水分 をま か な う こ と は 出来 な い 。

　（貯穀害虫で ある コ ナダ ニ 類 の 中 で は物質代謝に

よる水分補給可能な もの も知 られ て い る。）そ れ

で ，湿度が第
一

義的に ダニ の 生活 を制限 し て い る

と 言 う こ と が で き る だ ろう。

　 ダニ 体内の 約 1 ／3 の 水分は 大気 中の 水分 と活

発 に交換 が行 われ て い る （残 り 2 ／3 の 水分の 移

動 は 緩 慢 で 比 較 的 安定 し て い る ） （Wharton

1977）。体内か ら出入 す る 水分 と外気か ら出入 す

る水分が 等 しい大気湿度 を臨界平衡湿度 （critical

equiliblium 　humidity）（略 して CEH と する こ と

もあ る ）と呼び，ダニ の 生活条件の 中で 重要な要

因で ある 。 CEH 以下の 湿度条件下で は 発育 は停

止 し
， 限 られ た 時間 内 しか 生存す る こ と が で き な

い 。

　 コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の CEH は相対湿度 70％，ヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の CEH は相対湿度73 ％ と報告さ

れ て い る （Larson　1969，　 Arlian　1975a，　b）。

　逆 に CEH よ り湿度が高い 場合 も チ リダニ 類 に

と っ て 不都合な事態 と な る 。高湿度 で は カ ビ相 に

変化 が生 じ， 食物源 とな る有機物に 有害な カ ビが

増殖 す る か ら で あ る 。 ま た ， 湿度 の 増加 で そ の

CEH に適 合 し た 他 の 種類 の ダ ニ 増 殖 を う な が

し ， そ の 結果 ， 競争に敗けて個体数は低
．
トす る 。

したが っ て，チ リダニ 類は極め て 限 られ た 温湿度

範囲に の み増殖可能で ，人の 居住環境に はチ リダ

ニ に と っ て快適 な環境が多 く存在す る 。

　季節的消長

　チ リダニ 類の 室内の 季節的消長 に つ い て は，世

界中の 国か ら多数の 報告が ある 。 オラ ン ダか らの

報告 （Spieksma　1967）に よれ ば居間 の 床で は 8

〜10月 に ピー
ク が あ り ， チ ェ コ ス ロ バ キア に お け

る ベ ッ トの マ ッ トレ ス調査 〔Dusbabek　1975）に

よ れ ば 7 − 11月 に個体数が多く，南半球の オース

トラ リ ア で は居問 の カ ーペ ッ ト中の ダニ 数 は 1 〜

3 月 に多 く， 6 − 8 月に少な い 。イ ン ドの ニ ュ
ー

デ リ
ー

で は （Dar　1976），
7 〜 9月 に 多 く 4 ・5

月 に 少な い 。
ハ ワ イ ・ワ 4 キキで は 7 月の 50個体

か ら 12〜 2 月に は 180個体 に な っ た と報告 さ れ て

い る （Sharp　and 　Hashimoto　 1970）。我が国で も

大内ら （197の は ， 東京都 ・神奈川 県下 の 喘息患

児 （10〜13例）の 室内塵な どか ら 6 月と 1 月 に塵

を集 め調 べ た と こ ろ ， 床面積 1m2 あた り 1 月 は

10個体に 対 し 6 月は75個体で あ っ た と報告 し て い

る。神奈川県 ・藤沢市内の 26家庭 の カ
ーペ ッ ト内

の ダニ 個体数 は
，

1m2 あた り平均すると 1957 （10

月 ），
304 （2 月），

774 （6 月），
1548 （9月）で ，

9 〜10月に採集個体数が多か っ たが ， 冬期に ピー

クを示 した家庭 （1例）もあ っ た （森谷 1985）。

　 季節的消長は 室内 の 温湿度条件，特に 湿度条件
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と深 い 相関が あ る こ と が 知 られ て い る 。 人が 生活

し て い る 限 り空調 が 行わ れ 室内温度は一一定の 範囲

に あ る が，湿 度の コ ン トロ
ー

ル は
一・
般に行わ れ な

い 場合が多 く
， 室内湿度は外気湿度 に強 く影響を

受 け る 。 し か も， 暖冷房 （温度 ）に よ り相対湿 度

は変化す る こ と も考慮 しなけ れ ばな らな い 。室 内

の 湿度 は屋外 の 気象条件 ばか りで な く，人の居住

状況，窓 の 開閉，掃除状況，空調の 有無や 建築構

造と も密接な 関係が あ る。

　普通 ， 室内 に お け る湿度測定は 室内中央部で 高

さ 1m 付近 で 測定 さ れ る 。居住者に 対す る方法

と し て は 妥当 で あ っ て も ， ダ ニ の 生息 して い る床

や ベ ッ トの 湿度 は単純 に室内空気の 湿度 と同じ と

考え る の は 止 し く な い 。 室内空 気の 相対湿度が

50％ で あ っ て も ， 床 や壁付近 で は 相対湿 度80−

100％と い う場合 も少な くな い か ら で あ る 。す な

わ ち ， ダニ を問題に す る な らダニ の 生息場所の 微

気象 （microclimate ）を考慮 しなけれ ばな らな い
。

　図 2 は ，オラ ン ダの 屋外 と室内の 温湿度月平均
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ヤケ ヒ ョ ウ ダニ の 好適温湿度条件 と東京，オラ

ン ダ の 月平 均温湿度年聞変化 。 Leupen　and

Verekamp （1966）に追加。

値 を示 した Leupen　and 　Verekamp （1966）の 図

に束京の 大気の 月平均温湿度を付
．
け加え た もの で

ある。ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 最好適条件温度25度 ，

相対湿度 80％ を中心 と して 同心 円 が描か れ て い

る 。
こ の 図か ら，オ ラ ン ダ で は 空調 を運転す る と

8 ・9月に好条件範囲に 入 っ て く る が ，自然 の 状

態で は 8 月頃に接近す る程度 で あ る 。東京の 大気

は 6 〜 9 月の 4 ヵ 月間は完全 に ダニ 増殖 の 好適条

件下 に あ り，特に 7 月 の 平均温湿度 は好適条件の

中心近 く に ある点に注 目 し な け れ ば な らな い 。

　 チ リダ ニ 類の 地理的分布

　世界に広分 布す るチ リダニ の 普通種 の 3種 ， ヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ ，シ ワ ダニ の

内ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ と コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の 2 種

は ，ア メ リカ大陸の北緯55度以上 〔ア ラ ス カ と カ

ナダ北部）とス カ ン ジナ ビア半島の北緯75度以上

の高緯度地方 を除き世界中の 人間居住環境に広 く

分布 して い ると考え られ る。しか し，人口密度の

高い 中国，ア フ リカや ア ジ ア 大陸の 中央部で は ま

だ よ く調 べ ら れ て い な い 。シ ワ ダニ は 口下 の と こ

ろ ヨ
ー

ロ ッ パ
， 日本 ， イ ン ド，オ

ー
ス トラ リア，

南ア フ リカ，南米な どか ら知 ら れ て い る が
， 北ア

メ リ カ か ら は 採 集 さ れ て い な い （Bronswijk

l981）。 し か し な が ら ， 最近 ハ ワ イ で （Massey

ら 1984）ま た タイ国北部 （森谷 未発表）で も発

見 さ れ て お り，調査 が進め ば北ア メ リカ を含む 世

界各地 か ら も発見 さ れ る の で な な い か と思 わ れ

る 。

　高緯度地方 に チ リダニ 類が見 られ な い の は，暖

房 に 主因が あ り，外気 の 湿度，暖房方法 ， 建築構

造な どが複雑 に 関連 し て い る。一般に セ ン トラ

ル
・

ヒ
ー

テ ィ ン グに よる暖房が
一一as乾燥状態 を作

出 し，ス トーブ暖房や マ ン トル ・ピー
ス は そ れ ほ

ど乾燥状態 を作 り出 さ な い が ，夜閊の み 暖房す る

条件で は一
日 の 室内湿度変化は極め て複雑な もの

とな る 。ス カ ン ジナ ビア半島に お け る チ リ ダニ 類

分 布 の まとめ （Walterら 1967，　Haarlov ら 1970
，

Steniusら 1972な ど） に よ る と ，　
一
年の 内 8 〜

10ヵ 月暖房 をして い る家に は僅か な が ら チ リダニ

が認め ら れ る が
，
11ヵ 月以上暖房 して い る家で は

ダニ が 発 見 さ れ て い な い （
一

般 に 月平均12℃以下
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に な ると暖房を必 要とす る｝。

　ス ペ イ ン
・
カ タ ロ ニ ア地方で ， 内陸に ある家 と

地 中海沿岸 に ある家と で ダニ を比 較した と こ ろ乾

燥 した内陸の 家で は海岸に あ る家の 1／15程度で

ある こ とが報告 さ れ て お り （Portus　and 　Gomez

1976 ）， ま た Fururnizo　（1975b ）は カ リフ オ ル ニ

ア州 の 58地 区で ダニ 調査 を行い 海岸地 方で はヤ ケ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ が 多 く内陸に 入 る と コ ナヒ ョ ウ ヒ ダ

ニ が多 くな り ， さ らに 内陸の 乾燥地帯で は ダニ が

見 ら れ な くな る こ と を報告 して い る 。

　 コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ は ア メ リ カ に 多 い と こ ろ か ら

American 　house　dust　mite
， ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ は

ヨ
ー

ロ ッ パ に 多 い こ とか ら European　house　dust

mite が ア メ リカ昆 虫学会よ り
一般名 1〔英名）と

し て 提案 さ れ て い る が，こ れ は原産地 を示す もの

で は な い 、コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ は や や乾燥 ・高温 を

好み，逆 に コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ はやや湿 潤 ・低温 を

好み
，

ア メ リカの 調査場所は乾燥 ・高温な場所が

多く ，
ヨ
ー

ロ ッ パ で は逆 に 湿潤 ・低温 の 調査場所

が 多い こ と の 反 映 に 他 な らな い 。我 が国 で も
一般

の 家庭 な ど で は ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ が 多 い が コ ナ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 多い 家庭 も見 られ，同
一家庭 で も

部屋 に よ り優先度が異な る場合 もあ る 。 ホ テ ル や

病院な ど で は 圧倒的 に コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ が 多 く
，

ダニ 相に よ っ て 室内環 境を評価す る こ と も可能で

ある 。

　 チ リダニ 類 は高度が増加す る に つ れ個体数が減

少す る こ と が知 ら れ て い る 。 Massey ら （1984）

に よ る と
，

ハ ワ イ島 で 調 べ た と こ ろ高度 180m 付

近 に あ る住宅 の ベ ッ トやカ
ーペ ッ トに は131− 465

個体 の ダニ が見出 さ れ た が ，高度2，800m 付近 の

住宅で は 6　 − 26個体検出さ れ た に過 ぎ な い と報告

して い る。ま た ， Spieksmaら 1971は
，

ス ・fス

で 調査 し た 結果，高度1，200皿 を堺 に して 高所 で

は低地の 1 ／6 の 個体数に過 ぎず，さ ら に高 い 場

所に はダニ は い な い の で ， ダニ に よ る喘息患者の

保養地 と して ス イ ス の 高原が よ い と述 べ て い る。

山は登る に つ れ て ，緯度が高 くな る の と同 じよう

に 環境 の 変化を伴 う こ と は よ く知 られ て い る 事実

で あ る が ，
こ れ に は 温 湿度ば か りで 光度や気圧 も

関係があ るか も しれ な い 。

　室内におけ るチ リダニ 類の分布

　チ リダ ニ 類は，室内の あ らゆる場 所か ら検出 さ

れ て い る が ， そ の 分布 は一様で はな い
。 多く認 め

られ る場所は
，
カ ーペ ッ ト，

ソ フ ァ
ーな どク ッ シ ョ

ン付き家具 ，
ベ ッ トの マ ッ トレ ス

， 毛布 ・布団 ・

枕な どの 寝具類な ど で あ る 。 窓枠，カ
ー

テ ン
， 換

気ロ フ ィ ル タ
ー

などか らも発見 さ れ るが個体数 は

多 く な い 。 本棚 など に見 られ る こ と もあ る が
， 上

段 の 塵 の あ る部分に 発見 さ れ ，中段 に は希 で あ る 。

チ リダニ 類の 生息場 所と して 欧米で は マ ッ トレ ス

が特 に 問題 と され
，

カ ーペ ッ トは あ ま り 重視 さ れ

て い な い が，我が国で はカ
ーペ ッ トや畳 な ど が特

に 問題 とされ て い る 。 読者な らす ぐお分か りに な

る と思 わ れ る が
， チ リダニ の分布は 人 の 生活様式

と塵 の 貯留量 と に深 く関連 し て い る 。

　例え ば，英国，オ ハ イオ州 の 家庭で は ベ ッ トよ

りもソ フ ァ
ーに ダニ が多 く見出され て お り，そ の

理 由と して ソ フ ァ
ーに腰か け て テ レ ビを見 る時間

が長 い か ら で ある と説明され て い る。ま た
， 欧州

で は居間の 床よ り も寝室 の 床 が注 日され ， 事実 ダ

ニ 数 も多い が，我 が国で は寝室 の 床 よ りも居間の

床が 問題で あ る 。そ の 理由は
， 生活様式 の 差異，

す な わ ち欧米で の 靴を覆い た まま室 内に 入 る椅子

型生 活と覆物 を脱 い で室内に 人 り床 に 直接座 る 生

活 の 違 い を こ れ ら は物語 っ て い る 。

　 Blyth ら （1974）に よる と英国 バ ー
ミ ン ガ ム の

5 家庭の 平均で
， 玄関35

，
ホ ール ・階段 28

， 居 間

28，寝室 128，ベ ッ ト
・

マ ッ トレス 416，台所 3 の

ダニ が検出さ れ て い る 。 関西地方 の あ る集合住宅

　（2 所帯 ）の 調査に よる，ダ ニ 推定個体数は洋間

1，541， 527， 和室308
，
475， トイ レ 床41

， 押入 れ

床25，60，ソ フ ァ
ー3

，
268

， 椅子1，238，1，593，カ
ー

テ ン 25な どの デ
ー

タも見 られ る。

　 ベ ッ ト
・マ ッ トレ ス に つ い て の ダニ 個体数研究

は数多くあ る 、一般家庭の シ ン グル ・ベ ッ トが圧

倒的に ダニ 数が多く ， 寄宿舎やホ テ ル の ベ ッ トで

は少な く
， 病院の ベ ッ トも極め て 少な い の が普通

で ある。ベ ッ ト
・

マ ッ トレ ス に おける ダニ 分布 は

一
様で はな く， 寝て い る 人か ら少 し離れ tz周辺 部 ，

特 に頭部付近 に 多 い （Lang 　and 　Mulla　l978a）。

そ の理由と して ， 人の 体温 を考慮す ると寝て い る

人 か ら や や離れ た場所に ダニ の 適 温域があ り ， 頭
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表 1　家の 中の チ リダニ 密度 の比較

チ リダニ の 個体数／塵 （g）

国
・地域 寝 室 居 間 報 告 者

ベ 　 ッ　 ド　 床 面　　上 敷　　床 面

英　　国

　 ロ ン ドン

　 リ ー　ド

　 ガー
デ ィ フ

　グ ラ ス コ
ー

　 バ ー
ミ ン ガ ム

オ ラ ン ダ

　 グ ロ ス ベ ッ ク

ベ ル ギー

　エ バ リー

フ ラ ン ス

　 リ　オ ン

イ　ン 　ド

　 デ リ ー

円　　本

京

京

東

東

神 奈 川
＊ 1｝

米　　国

　 オ ハ イオ

　 ア 不 ン
ー

　 カ リ フ ォ ル ニ ア

西イ ン ド諸島

　 バ ル バ ドス

コ ロ ン ビア

　 ボ ゴ タ

2，568

　 24

　 789

　 7204

，241

80

4，293

27

107

38a

329

3，356a

21962

277b

59

］，088

20

63

1

148a36a

36016610

．a

259

152b

222

260

1，277a

ユ，624

22

274

2

02　

5

WRAITH ，　 et　al、1969

SARSFIELD 　 1974

RAO ，　 et 　al．1905

SESAY ＆ DOBSON 　1972

BLYTHE
，
　et 　al ．1974

van 　BRONSWIJK 　l973

GRIDELETde　SA［NTGEORGESl975

ROUSSET 　 197⊥

DAR 　1976

96a 　 　 MIYAMOTO ＆ OUCHI 　1976

　　　 0UCHI ，　 et　a ［1977

　 　 　 MORIYA 　l985

438 ARLIAN ，　et　al．／978

SHAMIYEH ，　 et　al、ユ973

MULLA ，　et　al，1975

PEARSON ＆CUNNINGTON！973

CHARLET ，　et 　al 、1977b

a 　 ダニ 個体数／平方 メ
ートル ，b　 ダニ 個体数／me

＊ 1） 追 加

部 に 多い の は人の 呼気 に よる湿 度補給が あ る た め

と考え て い る が
， 頭部か ら の 「フ ケ 」 の 産出 も考

慮す る 必要が あろ う。

　 個体数の 推定

　先 の 季節的消長や室 内の ダ ニ 分布の項 で チ リダ

ニ の 個体数を研究報告か ら引用 して きたが，そ の

ダニ 個体数の 多少 を単純 に比較す る こ とは危険 で

あ る
。 何故な らば

， ダニ 個体数の 推定に は種々 の

方法 が あ り，採集方法 と検出方法 に よ っ て か な り

の 差異が 出る と考え られ る か ら で ある。試料を比

較検討す る に は，同一方法が 採用 され る こ とが望

ま しい 。

　寝具や 縫包み な ど は ブラ ッ シ が け に よる試料採

用も行われ るが ， 室内で の 採集方法 は電気掃除機

を利用す る の が一般的で あ る 。電気掃除器を利用

す る場合は
， 電気掃除器 の 吸引能力 と運転時間が

問題とな る。電 気掃除器の 吸引能力 は仕事効率と

し て JIS規格 （
一

定条件 の お け る真空度 の 測定 ）

で表 され て い る が
， 電力量 と比例 して い る。吸引

能力 に影響を与え る に は電気掃除器 の 大小も さる

こ と な が らホ
ー

ス に 取 付 け た 吸 口 が 関連 して い

る 。 Wharton　1976は， トマ ト
・
ケチ ャ ッ プや マ

ス タ
ー

ドの キ ャ ッ プを加工 して吸口 を作製 して い

るが，掃除器 に セ ッ トされ て い る コ ーナー用吸 口

に 切 込 み を 入 れ て 利 用 す る の が 便 利 で
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（Furumizo 私信）， 筆者もこ れ を採用 して い る 。

掃除器 の ホ
ー

ス に掃除器用紙袋か ら小型の 試料採

取用封筒 を作 り （WhartQn 　 1976） こ れ に 室内塵

を捕集す る の が よい 。ダニ の 定量 を行 う こ とは，

こ れ で
一

定面積 に
一

定時間か けて 電気掃除器を運

転す る 。 毛 布 ・
マ ッ トレ ス な ど で は lm2 あた り

5 分 ，
カ ーペ ッ トで は 1M2 あ た り 3分 で 通常十

分な試料 を得る こ とが で き る 。

　 コ
ー

ナー用吸口 を取付 け た 家庭用電気掃除器 で

カ ーペ ッ ト 1m2 あ た り 3分 の 運 転 で ， ど の 程度

の 室 内塵 を採集 で き る も の で あ ろ う か 。 3 種の

カ ーペ ッ トに つ い て 同一箇所の lm2 を 3分 か け

て電気掃除器を運転 し毎回 ダニ 個体数を調べ たと

こ ろ， 1 回目に 最 も多 く室内塵もダニ も多 く採集

され ，しだ い に減少す る が 5 回目以後で も僅 か な

が ら塵 もダニ も採集 された。 6 回以後を無視す る

と， 1 回 目 に 採集さ れ る ダニ 数は 全体の 53〜41％

と計算 された （森谷 1983）。

　面積 も運転時間も限定せず ， ただ電気掃除器 で

捕集 さ れ た室内塵で は定量的ダ ニ 調査 は 困難 で あ

る 。 ま た ， コ ーナー用吸 ［ に よる 1m23 分 採 集

に よ る
，

一般家庭 の カ ーペ ッ トの 塵量 （標本数98）

は平均1．8g で
， 組成 は，粗塵 （大 き さ 1mm 以上 ）

10〜15％ ， 細塵 （粒径 1 〜O．074m 皿 ：ダ ニ を含む ）

30〜35％，微塵 （粒径 0．74mm 以下）50〜55％と

比較的安定 して い る が，主婦な どに よる通常の 掃

除で は粗塵量 が圧倒的に多 い の で
， 塵重量 を基 準

と して ダ ニ 数 を調べ るの に も難が あ る。

　室内塵か らダニ を検出する方法に は種々 の 方法

が考案され て い るが，それぞれ
一長一短があ る。

時間 が か か り複雑な 手枝を要す る もの は精度が高

く ， 簡単な も の ほ ど精度が低 い 。また検出精度に

は担当者の 能力も影響する 。 主要な検出方法 をま

と め表 2 に示 し た 。

　表 2 の 内で ， 最も検出力の高 い 方法は 大島の有

機溶媒比重分画法で あ る が ， 10検体 の 処 理 に 10時

間も か か り ，
そ の 上危険な溶媒 を使用す る の で何

処で も採用で きる方法で はな い 。 現在我が 国で は

こ れ ら を組合せ，ある い は改良法で あ る大内 ・宮

本法 （1978）とガ ソ リン を用い る ワ イル ドマ ン
・

フ ラ ス コ 法な どが行なわれ て い る 。

　大 内 ・宮本 法 は Spieksma 法 と Bronswijk 法

を組合せ た 改良法 で ，試料中ダニ の 87％程度を回

収す る こ とが で き る効率の よい 方法 で ある が ，マ

グネチ ッ ク ・ス タ ーラ
ー

， 遠心分離器 ， 吸引装置

な ど の設備が必要で あ る 。 ワ イル ドマ ン ・フ ラ ス

コ 法 は食品異物検査法を準用 した もの で
，

そ れ ほ

ど の 設備を要せず迅 速 に 検体を処理 で き る が
， 室

内塵の よう に種々雑 多の もの が含まれ て い る検体

で は ダニ と雑物の 分離に難点があ り，ダニ 検出成

績 は手技者の能力に よ り影響を受 け，引火性の あ

るガ ソ リ ン の廃棄に も問題を残す 。 ま た
， 両法 と

も試 料中に 生存 して い たダニ と死亡 して い た ダニ

を完全に分 けるの が難 しい 。

　注 目さ れ る の は Furu皿 izoの 方法で あ る。 こ の

方法 は水中の プラ ン ク トン調査法か ら発展 した も

表 2　主 な室内か らの ダニ 検出法

方 法 時　　間　設　　備 特 長 発　　表　　者

12

う
」

45678910

飽和食塩水浮遊法

乳酸，飽和食塩水遠心 法

有機溶媒浮遊前処理 ・

乳 酸 遠 心 懸 濁 法

有機溶媒時計皿 展 開 法

有機溶媒比重分画法

改良 ベ ル レ
ーゼ法

ダーリン グ液浮遊法

容量 測定洗浄法

ワ イル ドマ ン フ ラス コ 法

ダーリン グ液懸 濁遠 心 法

少

少

中

中

大

中

少

中

少

大

少

大

大

少

中

中

大

中

少

大

食品の 検査に 適合

試料 5g以上

ジ ク ロ ロ メ タ ン 使 用

ア ル コ
ー

ル ・エ
ー

テ ル 使用

工
一

テ ル
・四 塩 素化 炭 素

生 ダニ の み 検出

グ リセ リ ン ・飽和食塩水

検索 トレ
ーを使用

ガ ソ リ ン を使用

7 の 改良法

佐 々 ら （1965）

Spieksma ら　（1967）

Cunningt。 n ら （1968）

Larson ら　（／969）

Oshima　（1970）
Sinha （1971）

Bronswjik （1973）

Furumizo （ユ973）

食品検査指針 ：公定法

宮本 ・大内 （1976）

大島 （1974）に 追加
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の で ，特別 の 器具 を必要 とせず （分割ロ ー ト，検

索用 トレ
ー

が必要で あるが，ガ ラ ス で 自作可能で

ある ）分離性能 もよ く
， 回収率 は 99．5〜96％と報

告 され て お り ， かな り正確 に 定量可能で あ る 。 ま

た ， ダニ の 生 死判定も比較的容易で あ る 。 し か し

な が ら
，

こ の 方法 は我が 国 で は 馴染み が な く普及

して い な い の で ，他の 方法に よる成績 と比較が今

の と こ ろ 困難 で 目下そ の 対策 に つ き検討 中で あ

る 。生き た ダニ の捕集に は
， オ ラ ン ダで 使用 され

て い る 湿 度勾配 付 き 改 良 型 ベ ル レーゼ 装 置

（Bronswijk　1973，回収 率 40〜60％〉が も っ と

利用 さ れ て もよ い 方法 と思わ れ る 。

表 され て い る （Lustgraaf　1978a ），，

　チ リ ダ ニ 類 を 防 除 す る の に ニ ッ パ ジ ン

（nipagin ）（Bronswijk　and 　Koekkoek 　1971）や

ピマ フ シ ン （pimafucin）（Murton 　and 　Madden

l977 ）の よ うな抗生物質を環境 に散布 して カ ビを

防除す る こ と で 間接的 に ダニ を殺す こ とが 可能で

実際 に欧米で は使用 され て い る。こ の こ とか ら室

内の カ ビ類は チ リダニ 類の 生存 に重要な 関連が あ

る と考 え ら れ る。室内の カ ビ
， 特に チ リダニ 類の

臨界平衡湿度70％前後を好適条件とす る好乾性カ

ビ類 とチ リダ ニ 類 の 関連に つ い て の 研究 をさ ら に

進展 させ る必要が あ る 。

　 チ リダ ニ 類の餌

　チ リダニ 類 は何 を餌 と し て い る の で あろ うか e

Bronswijk（1973）に よる と ， 花粉粒 ， 微生 物 の

胞子 ，細菌，植物性繊維，昆 虫の 破片 ，皮膚脱落

物 （フ ケ ），鳥 の 羽毛 片な どが チ リダ ニ 類の 消化

管か ら検出 さ れ て い る の で
，

こ れ ら室内塵中の 有

機物が餌 と な っ て い る こ と に 間違 は な い 。

　飼育方法か らもチ リダニ 類 の 食物に つ い て ヒ ン

トを得 る こ と が で き る。よ く用 い ら れ る餌と し て ，

酵母粉末，フ ケ， ドッ ク ・ビス ケ ッ ト，ミ ジ ン コ

粉末 ， 魚粉 ， オ ートミール ，小麦粉な ど が あ る 。

単一の物質や完全 な人工試料 （ア ミ ノ酸 ， 炭水化

物 ， 脂肪 ， 塩類 ，
ビタ ミン など の 配合）に よる飼

育 に は まだ成功 し て い な い 。

一般 に 蛋 白質系飼料

と酵母粉末 を混合 し た飼料で 比較的良好な結果が

え られ て い る 。 飼育で注意 しな けれ ばな らな い こ

と は
， 飼料 は単 に 食物と して の 機能 ばか り で な く，

飼育空間 の確保 や湿度調整 に も重 要な働 きをも っ

て い る こ と で あ る 。

　チ リダ ニ の 食料 と し て カ ビ類が 重要な 役割 を果

た し て い る こ と は十分 に 予想 され る。ア ス パ ラ ギ

ル ス 属 ，
ク ラ ドス ポリ ウ ム 属の 胞子が生 き た 状態

で チ リダニ 類の 消化管中に存在す る こ とが確かめ

ら れ て い る （Sinha ら 1970）。 しか し
，

カ ビ類 だ

け で チ リダ ニ 類の 完全飼料 に な らな い と の 報告

（Bronswijk ら 1973
，
　 Murton ら 1977）があ り ，

あ る種 の 好乾性 の カ ビ は あ る程度の増殖で は ダニ

の餌の 質を向上 させるが，あ る 限度を越え ると逆

に ダニ 増殖 に マ イナス に作用す る と い う結果も発

　チ リダ ニ の防除

　す で に 述 べ た よう に チ リダニ 類は好適湿度範囲

が限定 さ れ て お り， 温湿度条件 をコ ン トロ
ー

ル す

る こ と で チ リダニ 類を防除す る の が有利と考え ら

れ る。Kinnaird　1974に よ る とヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ

の高温致死温度 は相対湿度60％の 条件で
，
51℃ ・

6 時 間，45．　5℃ ・24時間 で あ っ た 。 Bronswijik

and 　Koekkoek 　 1983に よれ ば
， 湿度条件に関係な

くヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ
，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
， シ ワ ダ

ニ は 60℃ ・1 時間 の 露出で 死亡 す る 。 も っ と低い

温度 ・時間で死 亡す る可能性 もあ る が，目下 の と

こ ろ発表さ れ て い る チ リダニ 類 の 高温致死温度 ・

時間 は こ の数値が最 も低い 。

　チ リダニ 類 は 低温度 に対 し て か な り強 い 。

−

1℃ ・3 週間の 暴露で ，シ ワ ダニ 70％， ヤケ ヒ ョ

ウ ヒ ダニ 85％ ，
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 100％ の 死 亡 率

で，
− 15℃ ・6 時間 の 露出に よ る 死亡率 は，シ ワ

ダニ 50％ ， ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 60％， コ ナ ヒ ョ ウ ヒ

ダ ニ 100％ で あ っ た 。 総て の チ リダニ 類 を死 亡 さ

せ る に は
，

− 28℃ ・6 時間 の 暴露が必要で ある と

され て い る （Bronswijk　1983）。 こ の 結果か ら判

断す る と ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ は コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ に

比較 して耐寒性が あ るが，寒冷地 で 暖房設備 の な

い 室 内 に コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ は生息で き な い よ うに

思 われ る。

　ダ ニ 類は生理作用が昆虫類と 異 な り殺虫剤に 対

す る感受性が一般に低く
， 体重 を考慮す れ ば そ の

差異 は さ らに大 き くな る。さ らにチ リダニ 類は コ

ナ ダニ 類 ， ツ メ ダニ 類 よ り薬剤感受性が低 い D
一
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　　　　　　　　　表 3　実験室 で チ リダニ 類 （DermastOPhagoides）に効果の あ っ た殺 虫剤

　（van 　BRoNswlJK 　et　 al．　 1971，WHARToN 　1971，PENAuD　et　aL 　 197311975，1977，　HELLER −HAuPT 　and 　BusvlNE　l974，

LEYsEN　et　al．1974，　BRANGT 　and 　ARLIAN 　1976，　SALEH　et　al．　 1976，　MuRToN 　and 　MADDEN 　1977、　MuMcuoGLu 　and

SCHLE 〔N　l987 に よ る ）

有 機 燐 剤

　　　　 ク ロ ロ ピ リホ ス 　chloropirifos

　　　　 ク ロ ロ ピ リホ ス ・メ チ ール 　chloropirifos ・methyl

　　　　 ダィア ジ ノ ン 　dlasinon

　　 　　 マ ラ チ オ ン 　 malathion

　　 　　 ピ リミ ホ ス ・メ チ ール 　pirimifos−methyl

　　 　　 テ トラ ク ロ ロ ビニ ホ ス 　tetrachlorovinfos

有機塩素剤

　　 　　 ジノ ク ロ ール 　dienochlor

　 　 　 　 リ ン デ ン　　1indene
ベ ン ゼ ン 誘導体　（非塩素剤）

　　 　　 ベ ン ジー
ル ベ ン ゾ エ ート　 benzylbenzoate

　　　　 パ ラ
・メ チール ・ヒ ドロ キ シ ・ベ ン ゾエ ー

ト　p−methyl 　hydroxy　benzoate

　　　　 ジ ブチ ル
・フ タ

ー
ト　dibutyl　phtalate

　　 　　 ジ ノ カ ッ フ 　dinocap

そ 　の 　他

　　　　 ジ メ エ チ
ー

ル
・m ・チ ラマ イ ド　diethyl−m −toluamidc

　　　　 サ ル フ ァ キ ノ ク サ リン
・ナ トリウ ム 　sulfaqulnoxaline 　sodium

　　　　 パ ラ ジ ヤ
ー

ム 　paragerm （a ）　　　　 ，

　　 　　 ア ル トシ ッ ド　altosid （b）

　　 　　 ア ル トナ ール 　altonar （b）

（a ）：こ の 薬剤 は，安息 香 酸 に 関 連 の あ る バ ル サ ム 混合抽出物 で ，ソ ロ
ー

ル ，チ モ
ー

ル ，テ ル ピノ
ー

ル ，目橘 類の

　　 抽出物，Syringaお よ び Nardusの エ ッ セ ン ス，

　　 含 む 。

（b ）：生長 調 整物質

2 種の 塩化 フ ェ ノ
ー

ル
・

ア ル コ
ー

ル と液体 パ ラ ヒ ン な どを

般の 人 は ， 家 の 中の ダニ はケナガ コ ナダニ もク ワ

ガ タ ツ メ ダニ もチ リダニ もす べ て 同一視す る傾向

が あり，こ の こ とが殺虫剤に よる ダニ 防除の 隘路

に な っ て い る。ケナ ガ コ ナ ダニ が死 亡す る薬剤薬

量 で もチ リダニ 類 は死亡す る と は 限 らな い こ とに

注意 し な け れ ばな らな い
。

　Leysen ら 1974は
，

7 種 の 殺 ダニ 剤 ，
9 種 の

殺虫剤，13種 の 殺菌剤の ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 類に対す る

効 力を調 べ ，有効濃度 1 ％以下 で 死亡率 100％が

得 られ た 薬剤は リ ン デ ン 以外存在 しな か っ た と報

告 し て い る 。 ま た，Brandt　and 　Arlian　l976は
，

ダ イ ア ジ ノ ン
，

ク ロ ル ピ リ ホ ス ・メ チ
ー

ル
，

Karathane，　 Gardona は 1 ％濃度 ・24時間後 に 死

亡率 100％がえ ら れ たが ， Ronnelで は
，
1 ％濃度 ，

24時間 の 結果 で は ヤケヒ ョ ウ ヒ ダニ に は 100％死

亡 し たが コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ で は 100％の 効果は得

ら れ て い な い 。ま た ， Wharton 　 l971 に よれ ば
， ダー

ス バ ン ， リ ン デ ン ， DDT で も 1 ％濃度 ・24時間

後 に 100％ の 死亡率が 得 ら れ て い る 。 我が 国 で は

林 ら （1977 ）が
， 同様な 試験成績 を発表 して い る

が試験方法が同 じで はな い の で 直接比較で きな い

が
， 前の 試験成績 に比較 し て薬剤の 効力は か な り

高 い 。こ れ に は，試験方法の差異ば か りで な く供

試チ リダニ 類 の 薬剤感受性に も違 い が あ る か も し

れ な い 。

　現 在 ， 我が国で は家庭用殺ダニ 剤 は規制の 対象

とな っ て い な い の で
，

い ろ い ろ有効成分の 入 っ て

い る殺 ダニ 剤が 市販 さ れ て お り，な か に ぽ，効果

の あや し げな製品も含まれ て い る 。消費者 自身 も

殺 ダ ニ 剤 と し て の 認識が不足 して お り ，
ゴ キ ブ リ

や蚊に対す る エ ア ー ・ゾール剤 と同 じ よう に使用

し て い る 場合 も少な く な い 。し た が っ て
， 薬剤 ば
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無効で あ る と い う訴 え に 対 して ，薬剤自身に 問題

がある の か
， 適用 方法が誤 っ て い る の か判断で き

な い こ とが多 い
。 薬剤に よ る チ リダニ 類 の 防除に

っ い て は厳密な実地試験をす る こ とが急務 と思わ

れ る 。

　室内塵生態 系

　室 内に は人や ペ ッ トは別 として も ， チ リダ ニ 類

ばか り で な く種 々 の 生物が そ れ ぞ れ 関連 し て 生息

して い る。チ リダニ を取 り巻 く環境 ， チ リダニ 類

の 生活場所 で ある 室内塵は ， 自然の 気象条件，建

物の 立地条件 ， 建築構造，建材の種類な どハ ー
ド

面 ば か りで な く居住者数，生活様式，掃除方法と

回数など ソ フ ト面で も影響 を受け て い る 。 そ こ で ，

チ リダ ニ に つ い て の研究，また その 防除方法 を開

発する に は生態系 の 概念 を室 内塵に も導入 し，室

内塵生態系 を考えな け れ ば根本的解決策は求め ら

れ な い と思 われ る （図 3 ）。

　大変皮肉な見方をす る な らば
， 家の 中の ダニ 問

題 が こ れ ほ ど世間を騒が し て い る の は，「ウサ ギ

小屋」 と して 国際的に も有名で劣悪な我 が 国 の住

宅事情が根本に あ る 。 古典的凵本建築 は そ れ な り

に 気候風土 に マ ッ チ し た建築様式で あ っ た。日本

家屋 に 住 み 従来型 の 生活様式 を踏襲 し て い る 限

り，チ リダ ニ に悩ま され る こ とはな い だ ろ う 。 戦

唇 脚類 ・クモ 類
力 ニ ム シ 類

トゲ ダ ニ ・ツ メ ダ ニ 類

シ ミ類
ゴ キ ブ リ類

チ ャ タ テ ム シ 頬

　 7
　

ヨ
　 　 i

　 ケ　　
？

｝ 廴．．．．＿．
　　　　…

ニ クダ三 ・コ ナタと ・カザ リヒワタ≧ 類

チ リダ ニ 類
ノ ミ類幼虫

カ ビ類

ハ ウ ス ・ダ ス ト

　 　室 内塵

毛髪 ・
　　　 食物屑

皮 膚脱落 片
家具

・
衣服

の 繊維

建 材塵　 花 粉
・
土壌

塗 料塵　 屋 外
・
「生塵

図 3　床面積 の 生物群集 と栄養関係

　　　（Bronswijk 〔1981）を改変）

後か ら始ま る人口 の 都市集中 ， 住宅の 集密化 ・高

層化 と新建材 の 採用 は 必然的 に生活様式 に も変化

をもた らした 。 経済性の み を追 求す る建築構造 ，

建物 の 外観 の み を重視す る住宅 は 日本の 気候風 土

を ク ーラ ー
や フ ァ ン など電化製品で 凌 い で い る よ

う に 見 え る。

　チ リダニ 防除の基本は
， 人間活動 に よ り生産 さ

れる室 内塵を室内に貯留させな い こ と に ある。ま

た，薬剤に よ る チ リダニ の 防除は一時的なも の に

過ぎな い こ と も念頭に 置 い て おかね ばな ら な い 。

塵の 生産を最少に す る イ ン テ リ ア を用 い
， 室内塵

を効率的掃除法 に よ り速や か に 除去す る こ とが肝

要で ある。

　今 こ そ ，夏の 高温多湿 と冬の 低温乾燥で ある気

象条件 の下，健康的な快適さ と美 し さ に 裏打ち さ

れ た新 し い 日本建築と新 し い生活様式 を産出 しな

け れ ば な らな い 時で な い か と思 われ る 。
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